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討　論

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

議
案
に
対
す
る
討
論
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

原
案
に
賛
成

○
加
古
川
西
部
土
地
改
良
区
に
は
加
西

市
も
81
億
円
の
お
金
を
出
し
て
お
り
責

任
が
あ
る
。

修
正
案
に
賛
成

○
加
古
川
西
部
土
地
改
良
区
は
６
つ
の

行
政
区
が
か
か
わ
っ
て
お
り
、加
西
市
だ

け
で
決
め
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。

○
理
事
会
に
は
相
談
が
な
く
、加
古
川

西
部
が
要
請
し
た
も
の
で
も
な
い
。

○
職
員
の
中
に
北
条
鉄
道
へ
行
っ
て
活

躍
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
。

○
北
条
鉄
道
は
利
用
者
の
大
幅
な
増
員
も
望

め
ず
、新
た
な
収
益
を
得
る
手
立
て
が
必
要
。

反
　
対

○
北
条
鉄
道
の
社
員
が
知
恵
を
出
し
守

り
抜
く
体
制
が
大
切
で
、必
要
な
ら
会

社
で
人
材
を
採
用
す
れ
ば
よ
い
。

○
派
遣
の
要
請
が
あ
っ
て
か
ら
で
も
遅

く
は
な
い
。

○
加
西
市
と
し
て
観
光
振
興
に
つ
い
て
の

計
画
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い

中
で
、北
条
鉄
道
に
職
員
を
派
遣
し
て
観

光
事
業
の
分
野
を
強
化
す
る
の
は
ど
う
か
。

○
ま
ず
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
手
立

て
が
必
要
。

採
決
結
果

（
修
正
案
）賛
成
5
、反
対
12
で
否
決

（
原
案
）賛
成
2
、反
対
15
で
否
決

賛
　
成

○
人
件
費
枠
内
で
の
対
応
は
問
題
な
い
。

○
専
門
的
知
識
が
必
要
な
場
面
が
今
後

ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
。

○
周
り
で
仕
事
を
す
る
職
員
に
と
っ
て

も
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
。

反
　
対

○
専
門
的
知
識
を
持
つ
職
員
を
常
勤
で

雇
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

○
効
果
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
て
マ
イ

ナ
ス
面
が
大
き
い
。

○
現
行
の
任
期
付
職
員
も
現
行
の
条
例
に
沿

っ
て
お
ら
ず
、審
査
基
準
等
が
明
確
で
な
い
。

採
決
結
果

賛
成
６
、反
対
11
で
否
決

職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

育
政
策
形
成
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会

の
委
員
で
、学
校
間
競
争
、学
校
間
格
差

を
激
し
く
し
て
い
く
こ
と
を
危
惧
す
る
。

採
決
結
果

賛
成
3
、反
対
12
、退
席
2
で
不
同
意

賛
成
5
、反
対
12
で
否
決

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

開
発
調
整
条
例
の
制
定

賛
　
成

○
土
地
利
用
連
絡
調
整
会
議
を
設
け
た
こ
と

で
、よ
り
公
平
性
・
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
。

○
事
前
協
議
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と

で
不
信
感
等
が
払
拭
で
き
る
。

○
条
例
を
つ
く
り
、市
民
の
協
力
・
合
意

を
得
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

反
　
対

○
市
長
の
行
政
執
行
の
現
状
か
ら
平
等

性
・
公
平
性
・
公
正
さ
が
確
保
で
き
な
け

れ
ば
安
心
で
き
な
い
。

○
時
間
と
お
金
が
か
か
る
等
の
デ
メ
リ

ッ
ト
が
多
く
、抑
止
に
つ
な
が
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

原
案
に
賛
成

（
ド
イ
ツ
視
察
）

○
行
財
政
改
革
と
環
境
問
題
に
注
力
す
る

と
い
う
市
長
の
施
政
方
針
に
沿
っ
た
も
の
。

○
環
境
等
の
政
策
が
多
く
実
施
さ
れ
て

お
り
、し
っ
か
り
と
し
た
視
察
先
で
あ
る
。

○
議
員
の
主
観
で
市
長
が
公
務
と
言
っ

て
い
る
こ
と
を
打
ち
消
す
の
は
ど
う
か
。

（
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
）

○
子
ど
も
に
、
身
近
な
米
か
ら
パ
ン
が

で
き
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
価
値
が
あ
る
。

○
今
後
の
三
洋
電
機
と
の
関
係
か
ら
も

重
要
な
こ
と
。

修
正
案
に
賛
成

（
ド
イ
ツ
視
察
）

○
私
費
で
参
加
す
べ
き
。

○
誰
で
も
参
加
で
き
る
ツ
ア
ー
が
純
粋

な
公
的
視
察
と
言
い
切
れ
る
の
か
。

○
海
外
視
察
の
基
準
を
明
確
に
す
べ
き
。

（
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
）

○
こ
れ
だ
け
の
予
算
が
あ
れ
ば
、子
ど
も

た
ち
に
安
全
安
心
な
環
境
整
備
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

○
庁
内
で
の
議
論
が
不
十
分
。

採
決
結
果

（
修
正
案
）賛
成
11
、反
対
6
で
可
決

9月定例会

副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正

賛
　
成

○
条
例
を
可
決
し
て
も
、副
市
長
と
し

て
適
任
か
は
改
め
て
議
会
が
判
断
す
る
。

○
現
体
制
で
対
応
が
で
き
て
い
な
い
部

門
に
つ
い
て
、国
等
か
ら
来
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、国
と
の
か
か
わ
り
も
強
く
な
り
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

○
費
用
に
つ
い
て
は
、人
件
費
総
額
以
内

で
あ
れ
ば
問
題
な
い
。

反
　
対

○
任
期
を
2
年
に
限
定
し
、中
央
省
庁

か
ら
招
聘

し
ょ
う
へ
い
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、具
体

的
な
方
策
等
が
明
確
で
な
い
。

○
現
体
制
で
改
善
し
、頑
張
っ
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
見
え
な
い
。

○
市
長
が
副
市
長
や
部
長
に
き
ち
ん
と

指
示
を
出
し
、連
携
す
れ
ば
副
市
長
は

１
人
で
十
分
。

○
包
括
民
間
委
託
や
水
道
事
業
の
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
等
の
市
民
的
合
意
が
十

分
で
な
い
問
題
を
進
め
る
た
め
に
国
と

の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
の
条
例
で

は
な
い
か
。

○
厳
し
い
財
政
事
情
で
副
市
長
2
人
制

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

採
決
結
果

賛
　
成

○
小
・
中
・
高
す
べ
て
の
学
校
を
経
験
し
、

外
国
の
大
学
院
を
卒
業
さ
れ
、会
社
を

経
営
す
る
等
、非
常
に
経
験
豊
か
。

○
加
西
市
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
が
あ
る
の
か
。

反
　
対

○
教
育
委
員
に
市
外
の
人
へ
の
人
選
が

続
く
状
態
は
ど
う
か
。

○
新
宮
市
の
議
会
で
も
2
度
否
決
さ

れ
、2
度
目
の
結
論
を
待
た
ず
し
て
加

西
市
の
教
育
長
に
応
募
さ
れ
て
お
り
、第

一
義
に
加
西
市
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
な
い
。

○
経
歴
に
つ
い
て
間
違
い
が
あ
り
、そ
の
賛
否

を
議
会
に
問
う
姿
勢
は
い
か
が
な
も
の
か
。

○
加
西
市
に
住
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
が
来

ら
れ
て
も
、教
育
界
に
混
乱
を
招
く
だ
け
。

○
公
募
に
対
す
る
公
平
性
・
公
正
さ
が

保
た
れ
て
い
た
と
思
え
な
い
。

○
文
部
科
学
省
の
「
熟
議
」
に
基
づ
く
教

○
乱
開
発
の
防
止
は
重
要
だ
が
、現
行

法
で
十
分
対
応
で
き
る
。

採
決
結
果

賛
成
9
、反
対
8
で
可
決


